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活動日記毎日更新中！
〈地域での主な役職〉
・滋賀県体操協会 会長
・草津市スポーツ協会 会長
・滋賀県柔道整復師会 顧問
・草津市バレーボール協会 会長

・社会医療法人「誠光会」 理事
・滋賀県生活衛生協会 顧問
・滋賀県トラック協会 顧問
・滋賀県電気工事工業組合 顧問
・滋賀ビルメンテナンス協会 顧問
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　昨年は、滋賀県で国スポ・障スポが開催され、多くの皆さんと感動を分かち合う一年となり
ました。障スポでは開催県として過去最高の成果を挙げ、国スポでは男女総合優勝を果たすな
ど、選手の努力はもちろん、支えてくださった地域やボランティアの力が実を結びました。
　また、大阪・関西万博の開催を経て、関西全体が世界から注目を集めた経験を、今後の地域
づくりにどう生かすかが問われており、さらに、我が国初の女性総理誕生という歴史的な出来
事もあり、多様な立場や声が政治に反映される時代が動き始めています。
　本年も引き続き、滋賀ならではの魅力や人のつながりを次の成長へとつなげるためにも、身
近な声を大切にし、誰もが安心して暮らせる滋賀を目指して精一杯取り組んでまいります。

滋賀の感動と人のつながりを未来へ！！滋賀の感動と人のつながりを未来へ！！
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滋賀県議会11月定例会議にて下記項目について質問を行いましたので、一部抜粋・要約してご報告させていただきます。〈令和7年12月8日一般質問より〉

インフルエンザウイルス感染症の流行について

昭和100年、戦後80年を迎えて

＜知事の回答＞
　参加した高校生からは、「言葉や文化が異なっていても、互いをよく知ること
で理解し合い、より良く共生できることを学んだ」「訪中前に抱いていた印象と
実際は大きく異なり、実体験の大切さを実感した」「平和は決して当たり前では
なく、これからも大切にしていく必要があると感じた」などの声を聞いています。
また、交流後の勉強会や報告会も予定されています。今回の交流事業を通じ、
次世代を担う青少年が相互理解の重要性と平和の尊さを実感し、未来の平和
を支える大きな力となる成果が得られたと考えています。

令和7年11月、知事は遺族会や高校生など幅広い世代で構成する
平和交流団を中国・湖南省へ派遣し、平和祈念式典や同世代の若者

同士による国際交流を実施され、私も参加しました。戦争の記憶を風化さ
せないため、若者参加の意義は大きいと考えます。参加した若者の声や、
交流事業の成果について知事の所見を伺います。

＜健康医療福祉部長の回答＞
　県では、平成24年3月に平和祈念館を設置し、約6万点の収蔵資料や戦争体
験談を活用した展示を行っています。あわせて、小中学校の来館学習や出前講
座、体験型平和学習、絵画コンクールなどを通じ、子どもたちが戦争について考
える機会を提供してきました。今年度は、戦時中の信楽を舞台とした漫画関連
展示や、子ども県議会議員の体験活動受入れ、大学生による情報発信などを行
い、若い世代への関心喚起に取り組んでいます。さらに、知覧町戦跡研修や作
文コンクールへの支援も行っています。今後は、動画配信やアプリ、オンライン
学習を活用し、平和を考える機会を広げてまいります。

少数の若者だけでなく、若者世代全体に戦争について考える機会の
提供が重要ですが、現在の取組と今後の方針を伺います。

＜健康医療福祉部長の回答＞
　本式典は、戦没者への哀悼の誠をささげ、戦争の記憶
を風化させることなく平和への誓いを新たにする場とし
て、平成26年度から県が主催してまいりました。御遺族の高齢化により参列が
難しくなる中、県遺族会青年部等と連携し、青少年の平和メッセージ発表や児
童合唱、子どもによる献花など、若い世代が参画できる取組を拡充してきまし
た。その結果、今年度は一般参列者が過去最多となりました。今後も一過性に
終わらせることなく、若い世代の参画拡大に全力で取り組んでまいります。

平成26年度から10年以上続く「平和祈念滋賀
県戦没者追悼式」についての総括を伺います。

昭和20年の終戦から80年を迎え、令和7年は昭和100年という節目
の年でもあります。世代交代が進み、戦争を知らない世代が大多数と
なる中、記憶の風化が懸念されています。戦争の惨禍を決して繰り返
さないためにも、その記憶を後世に語り継いでいくことが重要です。

これから受験シーズンが始まりますが、県内の学校におけるインフ
ルエンザの対策はどのように行うのか伺います。

＜知事の回答＞
　平和祈念館は、県内の児童生徒が地域に残る戦争の爪痕を知り、直接感じ考
えを深めることができる大切な学びの場で多くの小中学校に活用されていま
す。一方、移動時間や教育課程の制約で来館が難しい学校もあります。このため
出前講座を実施し、実物資料や証言映像を活用して、来館せずとも平和の大切
さを学べる取組を進めています。今後は、動画配信やアプリの活用も含め、教育
委員会と連携し、より多くの児童生徒に活用してもらえるよう努めてまいります。

平和記念館について県内小・中・高の全児童•生徒が一度は訪れるべ
きであると考えるが、所見を伺います。

＜知事の回答＞
　戦後80年を迎え、戦争を知らない世代が増える中、体験者や遺族の高齢化に
より記憶の風化が懸念されます。石垣りん氏の「戦争の記憶が遠ざかるとき、戦
争が近づく」という言葉を胸に、記憶と平和への思いを次世代へ継承していき
ます。今後も人づくりや記憶の保存、国際平和交流を進め、未来へ幸せが続く滋
賀を県民の皆様とともにつくってまいります。

＜教育長の回答＞
　学校では、手洗いや換気など基本的な感染予防対策を徹底するとともに、睡
眠や食事など規則正しい生活習慣の大切さを伝え、健康管理の指導を行って
います。感染拡大期や人込みではマスク着用を推奨しています。今後も、学校医
等と連携し、適切な判断や環境衛生管理を行うとともに、地域の感染状況を保
護者に周知し、家庭と連携して子どもの健康を守ってまいります。

高齢者や基礎疾患のある方に対し、県としてど
のような対策をしているかについて伺います。

＜教育長の回答＞
　インフルエンザの発症・重症化予防には、ワクチ
ン接種が有効であることから、高齢者など重症化リ
スクの高い方への接種を各種広報媒体で呼び掛け
ています。併せて、医療機関や高齢者施設訪問時な
ど、場面に応じたマスク着用も推奨しています。さらに、
平時から高齢者施設等の感染対策人材を育成し、集団感染時には保健所が必
要に応じて支援するなど、施設における感染対策の強化に努めています。

戦後90年に向けて、今後10年間をどのように取り組んでいかれる
のか、知事の方針を伺います。

過去数年にわたるコロナ禍でのインフルエンザ流行の低迷により、
人々が持つインフルエンザに対する免疫が著しく低下しているの
ではないかと懸念しています。




